
二
〇
一
九
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
講
演
・
研
究
発
表
要
旨

期
日　

十
一
月
九
日（
土
）・
十
日（
日
）・
十
一
日（
月
）

会
場　

県
立
広
島
大
学　

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ひ
ろ
し
ま	

（
五
〇
一
・
五
〇
二　

大
講
義
室
）

〒
730 –  

0051　

広
島
県
広
島
市
中
区
大
手
町
一
―
五
―
三

　
　
　
　
　

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

五
階

一
、
出
欠
の
葉
書
を
十
月
十
八
日（
金
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
、

名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、
学

会
事
務
局
（
慶
應
義
塾
大
学
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
八
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号　

〇
一
三
七
〇
─
八
─
一
一
〇
一
九
一

　

口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
県
立
広
島
大
学
大
会
」）
で
、
十
月
十
八
日

（
金
）
ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必

ず
内
訳
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申
し
受

け
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
十
一
月
十
一
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等
の
用
意	

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の
振

込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る

会
員
の
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
県
立
広
島
大
学
大
会
事
務
局

県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
国
際
文
化
学
科　

高
松
亮
太
研
究
室

〒
734 –  

8558　

広
島
県
広
島
市
南
区
宇
品
東
一
―
一
―
七
一

電
話　

〇
八
二
―
二
五
一
―
九
九
六
五
（
研
究
室
直
通
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

takam
atsu@

pu-hiroshim
a.ac.jp

※
会
場
校
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
大
会
二
日
目
の
会
場
校
に
よ
る
昼
食
（
弁
当
）
の

提
供
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
、
不

参
加
者
用
の
発
表
資
料
送
付
も
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
ご
諒
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
事
務
局
）



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
一
九
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
五
日

【
会　

場
】
県
立
広
島
大
学 
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ひ
ろ
し
ま

【
行　

事
】

第
一
日　

十
一
月
九
日
（
土
）

委
員
会
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
四
〇
）

委
員
会
会
場　

五
〇
四　

中
講
義
室

大
会
受
付
（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間
（
一
四
・
〇
〇
）

講
演
・
研
究
発
表
会
（
一
四
・
一
〇
〜
一
七
・
四
〇
）

講
演
・
研
究
発
表
会
会
場　

五
〇
一
・
五
〇
二　

大
講
義
室

（
講
演
）

紀
行
文
に
見
る
宮
島
の
大
鳥
居	

県
立
広
島
大
学
宮
島
学
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授　

秋　

山　

伸　

隆

（
研
究
発
表
）

1　

寛
政
期
の
清
涼
殿
障
子
和
歌
制
作
―
日
野
資
矩
の
役
割
を
中
心
に
―	

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
―　

田　

代　

一　

葉

2　

近
世
歌
風
史
論
序
説
―
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
へ
―	

お
茶
の
水
女
子
大
学　

浅　

田　
　
　

徹

3　

Ａ
Ｉ
く
ず
し
字
解
読
支
援
機
能
付
翻
刻
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
く
ず
し
字
指
導
の
実
践
と
活
用
提
案	

立
命
館
大
学　

赤　

間　
　
　

亮

4　

蕉
門
と
柳
営
連
歌	

京
都
府
立
大
学　

母　

利　

司　

朗

懇　

親　

会
（
一
八
・
三
〇
～
二
〇
・
三
〇
）

懇
親
会
会
場　

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
（
三
階　

大
宴
会
場
「
オ
ー
キ
ッ
ド
」）
〒
730

-

0037　

広
島
市
中
区
中
町
七
―
二
〇

　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
八
二
―
二
四
一
―
一
一
一
一

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表　

高
　
松
　
亮
　
太

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

津
　
田
　
眞
　
弓

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

〒
223 –   

8521　

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
日
吉
四
―
一
―
一

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部　

津
田
眞
弓
研
究
室

電
話　

〇
四
五
―
五
六
六
―
一
一
八
二

e-m
ail  info@

kinseibungakukai.com



第
二
日　

十
一
月
十
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会　

午
前
の
部
（
一
〇
・
〇
〇
～
一
二
・
二
〇
）

研
究
発
表
会
会
場　

五
〇
一
・
五
〇
二　

大
講
義
室

5　
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
の
成
立
と
影
響
―
『
国
言
詢
音
頭
』・『
五
大
力
恋
緘
』
へ
の
影
響
―	

早
稲
田
大
学
（
院
）　

晝　

田　
　
　

葵

6　

平
賀
源
内
『
根
南
志
具
佐
』
の
カ
ッ
パ
図	

九
州
大
学
（
院
）　

吉　

田　
　
　

宰

7　

岡
田
清
編
『
芸
州
厳
島
図
会
』
の
成
立
と
近
世
後
期
広
島
藩
の
文
事
―
頼
杏
坪
と
近
藤
芳
樹
を
軸
に
―	

長
崎
大
学　

吉　

良　

史　

明

8　

町
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
寛
政
二
年
五
月
出
版
規
制
法	

岡
山
大
学　

山　

本　

秀　

樹

昼　

休　

み
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場　

五
〇
三　

会
議
室

研
究
発
表
会　

午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
～
一
五
・
五
〇
）

9　

大
塩
平
八
郎
物
実
録
の
展
開
―
『
狂
乱
太
平
記
』
の
以
前
と
以
後
―	

早
稲
田
大
学
（
院
）　

荻　

原　

大　

地

10　

太
閤
記
物
実
録
の
展
開
を
辿
る
―
『
真
書
太
閤
記
』
か
ら
『
太
閤
真
顕
記
』
へ
―　

	

北
海
道
大
学
（
院
）　

竹　

内　

洪　

介

11　

瀬
川
采
女
説
話
の
受
容
と
展
開
―
妻
・
菊
の
貞
女
性
と
好
色
性
を
中
心
に
―	

大
阪
大
学
（
院
）　

岡　

部　

祐　

佳

12　

清
正
像
の
生
成
と
展
開
―
宇
佐
美
定
祐
『
朝
鮮
征
伐
記
』
を
め
ぐ
っ
て
―　

	

防
衛
大
学
校　

井　

上　

泰　

至

閉　
　
　

会
（
一
五
・
五
〇
）

第
三
日　

十
一
月
十
一
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査　

各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

図
書
展
示　

①
「
日
本
近
世
文
学
会
開
催
記
念
仕
様　

企
画
」（
仮
）

　
　
　
　
　

②
「
風
雅
なW

ho?

が
な
山
水
画
展
～
旧
派
の
逆
襲
」

日　

時　

①
二
〇
一
九
年
十
一
月
七
日
（
木
）
～
十
一
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　

②
二
〇
一
九
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）
～
十
二
月
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　

＊
①
②
と
も
に
九
・
三
〇
～
一
七
・
〇
〇
（
入
館
は
一
六
・
三
〇
ま
で
）。

場　

所　

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
〒
730 –   

0036　

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
―
一
五
）

　
　
　
　

＊
①
②
と
も
に
会
員
は
十
一
月
七
日
～
十
日
に
限
り
入
館
無
料
。



講
演

紀
行
文
に
見
る
宮
島
の
大
鳥
居

県
立
広
島
大
学
宮
島
学
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授　

秋　

山　

伸　

隆

　

宮
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
厳
島
神
社
の
大
鳥
居
は
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
建
立
さ
れ
た
。
平
安
時
代
末
の
平
清
盛
の
頃
の
鳥
居
を

初
代
と
す
る
と
、
八
代
目
の
大
鳥
居
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
一
九
年
六
月
か
ら
大
鳥
居
の
大
規
模
な
保
存
・
修
理
工
事
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
鳥
居
に
関
す
る
講
演
な
ど
を
依
頼
さ
れ
る
機

会
が
増
え
た
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
大
鳥
居
に
関
す
る
史
料
は
必
ず
し
も

多
く
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
西
日
本
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た
宮

島
で
は
、
名
所
図
会
の
類
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
大
鳥
居
に
関

す
る
情
報
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
歴
代
の
大
鳥
居
の
構

造
や
規
模
、
柱
の
材
質
や
塗
装
の
色
な
ど
の
基
本
的
な
事
柄
も
、
実
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
宮
島
を
訪
れ
た

人
々
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
紀
行
文
の
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鎌

倉
時
代
後
期
の
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
見
え
る
「
ま
ん
〳
〵
た
る
波
の
上

に
鳥
居
は
る
か
に
そ
は
た
ち
」
と
い
う
記
述
は
、
大
鳥
居
が
現
在
と
同
じ

よ
う
に
、
社
殿
前
方
の
海
中
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
文
献
で

あ
る
。
ま
た
、
古
文
書
に
よ
っ
て
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
二
代
目
の
大
鳥
居
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で

も
あ
る
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
中
世
・
近
世
の
宮
島
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
紀
行
文

（
文
学
的
要
素
の
有
無
は
問
わ
な
い
）
を
で
き
る
だ
け
収
集
し
て
、
歴
代

の
大
鳥
居
の
姿
に
で
き
る
だ
け
迫
っ
て
み
た
い
。

研
究
発
表

寛
政
期
の
清
涼
殿
障
子
和
歌
制
作

―
日
野
資
矩
の
役
割
を
中
心
に
―

 

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

田　

代　

一　

葉

　

寛
政
二
年
、
復
古
様
式
を
推
進
す
る
光
格
天
皇
の
強
い
意
向
に
よ
り
、

裏
松
固
禅
の
考
証
に
基
づ
い
た
、
平
安
朝
の
古
制
に
則
っ
た
紫
宸
殿
・
清

涼
殿
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
内
裏
造
営
に
つ
い
て
は
、
建
築
史
や
美
術
史
、
歴
史
学
の
詳
細
な

研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
、
今
回
の
造
営
の
修
理
奉
行
を
務

め
、
障
子
絵
・
和
歌
の
制
作
を
取
り
仕
切
っ
た
日
野
資
矩
（
宝
暦
六
年
生
、

文
政
十
三
年
没
）
の
役
割
に
つ
い
て
、『
寛
政
新
造
内
裏
清
涼
殿
大
和
絵

障
子
歌
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
や
資
矩
の
日
記
類
を
手
が
か
り
と
し
て
、

詳
し
い
制
作
過
程
を
た
ど
り
、
考
察
す
る
。
資
矩
は
、
光
格
天
皇
歌
壇
の

中
心
歌
人
と
し
て
活
躍
し
、
天
明
七
年
の
大
嘗
会
屛
風
和
歌
を
詠
進
し
た

経
験
を
持
つ
。
固
禅
の
縁
者
で
あ
り
、
障
子
絵
を
担
当
す
る
絵
師
土
佐
光

貞
と
も
親
し
く
、歌
壇
の
重
要
人
物
で
あ
る
日
野
資
枝
を
父
に
持
つ
な
ど
、

歌
人
と
し
て
の
経
験
や
人
的
繋
が
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
抜
擢
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
題
の
選
定
者
や
詠
進
者
、
造
営
方
と
も
密
に
連

絡
を
取
り
合
い
、
完
成
へ
と
指
揮
を
執
っ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

　

本
障
子
制
作
に
あ
た
り
、
固
禅
が
「
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
」
に
準

拠
す
べ
き
と
指
示
し
て
お
り
、
一
間
に
お
け
る
名
所
の
配
置
の
方
法
や
季

節
の
連
続
性
な
ど
へ
の
配
慮
に
共
通
点
が
見
い
だ
せ
る
。
例
え
ば
、
台
盤

所
で
は
、
宇
津
山
・
田
籠
浦
・
浮
島
原
・
富
士
山
・
三
保
と
駿
河
国
の
歌

枕
で
占
め
ら
れ
、
初
夏
か
ら
晩
夏
へ
と
緩
や
か
に
移
ろ
っ
て
い
く
。
今
回

の
造
営
は
公
武
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
駿
河
国
の
歌
枕
を
重

視
す
る
題
の
選
定
に
は
、幕
府
に
対
す
る
配
慮
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



近
世
歌
風
史
論
序
説

―
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
へ
―

お
茶
の
水
女
子
大
学　

浅　

田　
　
　

徹

　

近
世
歌
風
史
に
関
す
る
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
は
佐
佐
木
信
綱
に
負
っ
て

お
り
、
古
今
伝
授
に
圧
殺
さ
れ
て
い
た
地
下
歌
人
達
が
、
お
の
お
の
個

性
を
主
張
し
、
多
様
な
歌
風
が
展
開
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
を
成
し
て
い
た
。
し
か
し
堂
上
及
び
堂
上
派
地
下
に
対
す
る
評
価
の

是
正
に
よ
り
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
既
に
失
効
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
冨
士
谷
成
章
と
伴
林
光
平
に
よ
る
和
歌
史
の
時

期
区
分
に
基
づ
き
、
室
町
期
か
ら
十
八
世
紀
末
ま
で
の
歌
風
は
三
玉
集

風
と
し
て
一
ま
と
ま
り
に
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
十
九
世
紀
に

は
『
類
題
鰒
玉
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
平
明
な
風
体
へ
移
行
し
た
と
理

解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
要
す
る
に
、近
世
歌
風
史
の
基
軸
は
、

優
美
で
朧
ろ
な
三
玉
集
風
か
ら
平
明
な
地
下
風
へ
の
移
行
に
あ
っ
た
。

　

和
歌
史
に
お
け
る
十
八
世
紀
は
、
堂
上
派
地
下
歌
壇
が
爆
発
的
に
膨

れ
上
が
っ
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
時
庶
幾
さ
れ
た
歌
風
モ
デ
ル
は
後
水

尾
院
歌
壇
の
作
品
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
代
表
的
な
公
家
歌
人
た
ち
の

家
集
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的
に
参
照
さ
れ
た
の
は
『
新

題
林
和
歌
集
』
を
代
表
と
す
る
堂
上
類
題
集
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
十
八

世
紀
の
歌
風
は
「
新
題
林
風
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
流
布
の
版

本
で
学
ぶ
大
量
の
歌
人
層
が
、
時
代
の
歌
風
を
決
定
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
十
九
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
、「
新
題
林
風
」
は
不
明
瞭
で
曖
昧

な
も
の
と
し
て
歌
人
た
ち
か
ら
排
斥
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
明
な
地

下
風
は
、
極
端
に
増
え
た
庶
民
層
歌
人
達
の
、
日
常
的
な
世
界
に
親
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
和
歌
史
は
つ
い
に
そ
こ
に
着
地
し
た
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
く
ず
し
字
解
読
支
援
機
能
付
翻
刻
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

く
ず
し
字
指
導
の
実
践
と
活
用
提
案

立
命
館
大
学　

赤　

間　
　
　

亮

　

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
現
在
、
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
世
界
最
大
の
件
数
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
従
来
か
ら
、
ペ
ー
ジ
閲
覧
画
面
上
で
直
接
、
翻

刻
し
て
テ
キ
ス
ト
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
ま
と
め
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
仕
組
が
備
わ
っ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
に
、
こ
の
機
能
を
強
化
し
、
既

翻
刻
本
文
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
作
業
が
途
中
で
あ
っ
て
も
即
座
に
語
彙

検
索
可
能
で
、
文
脈
付
き
結
果
が
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、

昨
年
末
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
く
ず
し
字
解
読
支
援
シ
ス

テ
ム
を
翻
刻
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
追
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
熟
練
者
で
な

く
と
も
、
く
ず
し
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
古
典
籍
の
高
速
な
翻
刻
作

業
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
、
海
外
の
日
本
学
研
究
グ
ル
ー
プ
や
大
学
、
あ
る
い

は
、
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
の
海
外
の
学
生
・
研
究
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
、
本
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
く
ず
し
字
解
読
実
践
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
発
表
者
の
担
当
す
る
学
部
授
業
で
は
、
春
学
期
一
セ
メ
ス

タ
ー
を
使
い
、く
ず
し
字
読
解
の
実
習
型
授
業
を
行
っ
た
。
本
発
表
で
は
、

く
ず
し
字
教
育
に
本
シ
ス
テ
ム
が
指
導
ツ
ー
ル
と
し
て
、
き
わ
め
て
有

効
で
あ
る
こ
と
を
、
実
践
結
果
を
踏
ま
え
て
報
告
す
る
。
そ
し
て
、
大

学
で
の
近
世
文
学
の
原
本
読
解
の
授
業
、
あ
る
い
は
中
等
教
育
に
お
け
る

く
ず
し
字
入
門
授
業
に
と
っ
て
も
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
提
案
し
た
い
。

　

な
お
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
は
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
が
担
当
し
、
立
命

館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
A
P
I
の
提
供
を
う
け
、
指
導
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開

発
し
た
。



蕉
門
と
柳
営
連
歌

京
都
府
立
大
学　

母　

利　

司　

朗

　

芭
蕉
と
連
歌
と
い
え
ば
、『
笈
の
小
文
』
や
「
世
に
ふ
る
も
」
句
文
懐

紙
の
印
象
が
強
く
、
私
た
ち
は
無
意
識
に
「
宗
祇
」
の
名
前
を
思
い
浮

か
べ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
で
は
、
芭
蕉
に
と
っ
て
、
同
じ
時
代
の

連
歌
は
ど
う
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
去
来
抄
』や『
俳
諧
問
答
』

の
中
に
は
、
当
世
の
連
歌
師
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
芭
蕉

の
門
人
た
ち
に
は
当
世
連
歌
へ
の
関
心
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
に
延
宝
四
年
正
月
十
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
柳
営
連
歌
の
写
し

が
あ
る
（
母
利
蔵
。
巻
子
本
。
本
紙
：
縦
一
六
セ
ン
チ
、
長
さ
二
百
セ

ン
チ
程
。
森
川
許
六
筆
か
）。
末
尾
に
は
、「
正
月
十
二
日　

弟　

菊
阿

弥　

芭
蕉
先
生　

机
下
」
と
い
う
後
付
が
あ
り
、
芭
蕉
の
門
人
森
川
許

六
が
あ
る
年
の
正
月
十
二
日
に
芭
蕉
に
送
っ
た
連
歌
巻
の
写
し
と
見
ら

れ
る
。
許
六
の
『
旅
館
日
記
』
に
は
、
元
禄
六
年
正
月
十
一
日
の
江
戸

城
に
お
け
る
柳
営
連
歌
の
書
留
も
あ
る
。
柳
営
連
歌
は
許
六
の
関
心
の

的
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
写
し
は
、
許
六
が
、
元
禄
六
年
正
月
十
二
日
、
芭
蕉
よ
り
、

十
五
日
か
十
六
日
に
訪
れ
る
（
彦
根
藩
邸
武
家
長
屋
）
む
ね
を
記
し
た

手
紙
を
受
け
取
っ
た
当
日
、
前
日
の
柳
営
連
歌
に
触
発
さ
れ
、
若
い
日

に
写
し
た
柳
営
連
歌
に
献
呈
の
辞
を
記
し
、
師
芭
蕉
へ
の
も
て
な
し
の

品
と
し
て
用
意
し
た
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
再
写
の
可
能
性
も

あ
る
）。
伊
賀
の
武
家
社
会
で
長
ら
く
過
ご
し
、
江
戸
に
お
い
て
も
武
門

と
の
交
流
を
も
ち
、
門
人
に
武
士
の
多
い
芭
蕉
に
と
っ
て
も
、
柳
営
連

歌
は
身
近
な
同
じ
時
代
の
連
歌
の
代
表
で
あ
り
、
関
心
事
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
前
に
し
て
の
歓
談
の
ひ
と
と
き
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

『
薩さ
つ

摩ま

歌う
た

妓げ
い
こ

鑑か
が
み

』
の
成
立
と
影
響

―
『
国く

に

言こ
と
ば

詢く
ど
き

音お
ん

頭ど

』・『
五ご

大だ
い

力り
き

恋こ
い
の

緘
ふ
う
じ
め

』
へ
の
影
響
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　

晝　

田　
　
　

葵

　

宝
暦
七
年
九
月
初
演
浄
瑠
璃
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
は
吉
田
冠
子
、
近
松

京
鯉
、
竹
田
小
出
雲
、
近
松
半
二
、三
好
松
洛
の
合
作
で
あ
る
。
本
作
は
、

元
文
二
年
七
月
八
日
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
、「
五
人
斬
事
件
」
を
扱
っ

た
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
横
山
正
氏
が
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
誤
り
で
あ
る
。
誤
り
の
生
じ
た
理
由
は
、『
薩

摩
歌
妓
鑑
』
が
上
演
さ
れ
る
度
に
内
容
が
変
化
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

　
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
は
宝
暦
七
年
九
月
、
文
化
四
年
六
月
、
文
化
十
三
年

三
月
の
三
度
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
上
演
さ
れ
る
度
に
主
役
を
除
い
た

登
場
人
物
と
段
名
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
宝
暦
七
年

九
月
に
上
演
さ
れ
た
も
の
を
Ａ
、
文
化
四
年
六
月
の
も
の
を
Ｂ
、
文
化

十
三
年
三
月
の
も
の
を
Ｃ
と
し
、
Ａ
の
成
立
が
当
時
の
琉
球
文
物
の
流

行
を
反
映
し
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
「
五
大
力
物
」
の
流
行
、
Ｃ
は
同
時
上

演
さ
れ
た
『
竜た

つ
の

宮み
や

連れ
ん

理り
の

鐘か
ね

』
が
そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
Ａ
、
Ｂ
は
他
作
品
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。『
義
太
夫
年
表
』
に
記
載
さ
れ
た
『
外
題
年
鑑
』
や

当
時
の
絵
尽
し
等
を
見
る
と
、『
国
言
詢
音
頭
』
は
、
Ｂ
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
五
大
力
恋
緘
』
は
そ
の
内
容
か
ら
Ａ
と

『
置お

き

土み

産や
げ

今い
ま

織お
り

上じ
ょ
う

布ふ

』
の
要
素
を
採
り
入
れ
つ
つ
、
形
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
『
五
大
力
恋
緘
』
か
ら
『

略
か
き
な
お
し
て

三さ
ん

五ご

大た
い

切せ
つ

』
や
『
盟

か
み
か
け
て

三さ
ん

五ご

大た
い

切せ
つ

』

な
ど
他
の
「
五
大
力
物
」
へ
の
影
響
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

発
表
で
は
、『
五
大
力
恋
緘
』
の
形
成
に
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
Ａ
が
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



平
賀
源
内
『
根
南
志
具
佐
』
の
カ
ッ
パ
図

九
州
大
学
（
院
）　

吉　

田　
　
　

宰

　

平
賀
源
内
『
根
南
志
具
佐
』
は
、
宝
暦
十
三
年
十
一
月
に
江
戸
で
刊
行

さ
れ
た
、
五
巻
五
冊
か
ら
な
る
戯
作
で
あ
る
。
本
書
は
、
同
年
六
月
十
五
日

に
起
き
た
、
女
形
歌
舞
伎
役
者
・
荻
野
八
重
桐
の
溺
死
事
件
を
題
材
に
し

て
お
り
、
そ
の
事
件
の
真
相
を
探
っ
て
み
る
と
い
う
体
裁
の
も
と
、
話
は
展

開
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
八
重
桐
を
地
獄
へ
と
連
れ
て
い
く
重
要
な
役
回

り
と
し
て
カ
ッ
パ
（
水
虎
）
が
登
場
す
る
。
ま
た
各
巻
に
は
挿
絵
が
備
わ
り
、

巻
五
の
挿
絵
と
し
て
カ
ッ
パ
図
が
掲
載
さ
れ
る
。

　

従
来
、
こ
の
カ
ッ
パ
図
への
言
及
は
中
村
禎
里
（『
河
童
の
日
本
史
』、
日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
六
年
）
を
除
い
て
ほ
ぼ
存
せ
ず
、『
根

南
志
具
佐
』
の
読
解
に
際
し
て
、
カ
ッ
パ
図
に
は
あ
ま
り
意
を
用
い
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
カ
ッ
パ
図
に
着
目
し
、

こ
の
カ
ッ
パ
図
が
後
藤
梨
春
の
本
草
学
書
『
随
観
写
真
』（
宝
暦
七
年
成
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
）
か
ら
の
転
写
図
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

の
上
で
、『
根
南
志
具
佐
』
の
カ
ッ
パ
図
が
、
そ
の
刊
行
前
年
の
宝
暦
十
二
年

に
起
き
た
カ
ッ
パ
出
現
の
出
来
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
さ
ら
に
、源
内
の
戯
作
の
趣
向
に
関
し
て
、従
来
未
指
摘
で
あ
っ
た『
根

南
志
具
佐
』『
同
後
編
』
の
両
作
品
に
お
け
る
作
品
構
造
上
の
類
似
性
に
つ

い
て
も
新
た
に
言
及
す
る
。

　

本
発
表
に
よ
っ
て
、
源
内
の
戯
作
成
立
の
背
景
に
本
草
学
者
と
の
つ
な
が

り
が
深
く
関
わ
って
い
た
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

『
薩さ
つ
摩ま

歌う
た

妓げ
い
こ

鑑か
が
み

』
の
成
立
と
影
響

―
『
国く

に

言こ
と
ば

詢く
ど
き

音お
ん

頭ど

』・『
五ご

大だ
い

力り
き

恋こ
い
の

緘
ふ
う
じ
め

』
へ
の
影
響
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　

晝　

田　
　
　

葵

　

宝
暦
七
年
九
月
初
演
浄
瑠
璃
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
は
吉
田
冠
子
、
近
松

京
鯉
、
竹
田
小
出
雲
、
近
松
半
二
、三
好
松
洛
の
合
作
で
あ
る
。
本
作
は
、

元
文
二
年
七
月
八
日
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
、「
五
人
斬
事
件
」
を
扱
っ

た
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
横
山
正
氏
が
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
誤
り
で
あ
る
。
誤
り
の
生
じ
た
理
由
は
、『
薩

摩
歌
妓
鑑
』
が
上
演
さ
れ
る
度
に
内
容
が
変
化
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

　
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
は
宝
暦
七
年
九
月
、
文
化
四
年
六
月
、
文
化
十
三
年

三
月
の
三
度
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
上
演
さ
れ
る
度
に
主
役
を
除
い
た

登
場
人
物
と
段
名
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
宝
暦
七
年

九
月
に
上
演
さ
れ
た
も
の
を
Ａ
、
文
化
四
年
六
月
の
も
の
を
Ｂ
、
文
化

十
三
年
三
月
の
も
の
を
Ｃ
と
し
、
Ａ
の
成
立
が
当
時
の
琉
球
文
物
の
流

行
を
反
映
し
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
「
五
大
力
物
」
の
流
行
、
Ｃ
は
同
時
上

演
さ
れ
た
『
竜た

つ
の

宮み
や

連れ
ん

理り
の

鐘か
ね

』
が
そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
Ａ
、
Ｂ
は
他
作
品
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。『
義
太
夫
年
表
』
に
記
載
さ
れ
た
『
外
題
年
鑑
』
や

当
時
の
絵
尽
し
等
を
見
る
と
、『
国
言
詢
音
頭
』
は
、
Ｂ
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
五
大
力
恋
緘
』
は
そ
の
内
容
か
ら
Ａ
と

『
置お

き

土み

産や
げ

今い
ま

織お
り

上じ
ょ
う

布ふ

』
の
要
素
を
採
り
入
れ
つ
つ
、
形
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
『
五
大
力
恋
緘
』
か
ら
『

略
か
き
な
お
し
て

三さ
ん

五ご

大た
い

切せ
つ

』
や
『
盟

か
み
か
け
て

三さ
ん

五ご

大た
い

切せ
つ

』

な
ど
他
の
「
五
大
力
物
」
へ
の
影
響
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

発
表
で
は
、『
五
大
力
恋
緘
』
の
形
成
に
『
薩
摩
歌
妓
鑑
』
Ａ
が
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

岡
田
清
編
『
芸
州
厳
島
図
会
』
の
成
立
と

近
世
後
期
広
島
藩
の
文
事

―
頼
杏
坪
と
近
藤
芳
樹
を
軸
に
―

長
崎
大
学　

吉　

良　

史　

明

　

岡
田
清
編
『
芸
州
厳
島
図
会
』（
天
保
十
三
年
刊
、
名
所
図
会
五
巻
・

宝
物
図
会
五
巻
十
冊
）
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
儒
学
者
の
頼
杏
坪
・

加
藤
棕
廬
、
国
学
者
の
近
藤
芳
樹
が
関
与
し
た
事
実
を
指
摘
す
る
の
み

で
あ
り
、
成
立
か
ら
出
版
に
至
る
経
緯
を
解
き
明
か
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
奥
付
に
そ
の
名
を
と
も
に
列
ね
た
杏
坪
に
対
し
て
、
表
向
き

は
円
満
な
間
柄
で
あ
る
か
に
装
い
つ
つ
も
、
実
の
と
こ
ろ
は
憤
懣
や
る

か
た
な
い
思
い
を
抱
い
て
い
た
芳
樹
の
胸
の
内
が
久
保
田
啓
一
氏
「
近

藤
芳
樹
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
広
島
」（『
国
文
学
攷
』
第
二
百
十
八
号
、

平
成
二
十
五
年
六
月
）
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
良
好
な
関
係
を
築

き
得
ず
に
い
た
両
者
が
『
芸
州
厳
島
図
会
』
の
編
纂
に
い
か
に
従
事
し

た
か
、
検
証
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

本
発
表
に
お
い
て
は
、
ま
ず
始
め
に
『
芸
州
厳
島
図
会
』
の
成
立
に

関
し
て
、
名
所
図
会
五
巻
は
杏
坪
・
棕
廬
編
の
地
誌
『
芸
藩
通
志
』（
文

政
八
年
成
立
、
百
五
十
八
巻
百
五
十
九
冊
）
を
も
と
に
編
ま
れ
た
こ
と
、

一
方
の
宝
物
図
会
五
巻
は
芳
樹
が
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
頃
に
宮
島

を
訪
れ
て
様
々
な
人
々
の
助
力
を
得
て
執
筆
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

次
に
、
名
所
図
会
巻
一
の
大
鳥
居
、
宝
物
図
会
巻
二
の
平
家
納
経
の
記

事
は
、
杏
坪
に
対
す
る
芳
樹
の
意
趣
返
し
と
も
取
れ
る
内
容
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
終
わ
り
に
、
寛
政
異
学
の
禁
を
始
め
と
す
る
近

世
後
期
の
学
芸
界
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
何
故
芳
樹
と
杏
坪
の
間
に
軋

轢
が
生
じ
る
に
至
っ
た
か
改
め
て
検
討
し
、
藩
校
に
お
け
る
勢
力
拡
大

を
画
策
す
る
国
学
者
と
そ
れ
を
阻
む
儒
学
者
と
の
対
立
が
背
景
に
あ
る

こ
と
を
論
じ
る
。



町
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
寛
政
二
年
五
月
出
版
規
制
法

岡
山
大
学　

山　
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秀　

樹

　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
所
載
寛
政
二
年
五
月
出
版
規
制
町
触
は
、
寛
政

三
年
の
山
東
京
伝
・
蔦
屋
重
三
郎
等
処
罰
の
前
提
状
況
の
一
つ
と
し
て

こ
の
処
罰
に
関
す
る
研
究
で
は
常
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
き
た
法
令
だ

が
、
今
日
に
残
る
江
戸
町
触
記
録
の
集
成
で
あ
る
『
江
戸
町
触
集
成
』

に
は
載
っ
て
い
な
い
し
、
江
戸
書
物
問
屋
仲
間
の
文
書
『
三
組
書
物
問

屋
諸
規
定
』
に
も
見
え
な
い
。
同
年
十
一
月
に
触
れ
ら
れ
た
町
触(

貸
本

屋
等
に
も
新
板
物
出
版
手
続
き
を
命
じ
た
法
令)

は
『
江
戸
町
触
集
成
』

『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
』
共
に
記
録
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
既
に
私
は
『
江
戸
時
代
三
都
出
版
法
大
概
』(

岡

山
大
学
文
学
部
、
平
成
二
十
二
年
二
月)
に
記
し
て
寛
政
二
年
五
月
町
触

の
発
令
を
疑
問
視
し
た
が
、
本
発
表
に
お
い
て
は
そ
の
町
触
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
た
い
。『
御
触
書
天

保
集
成
』
の
編
集
の
実
情
は
そ
の
町
触
部
分
の
基
礎
資
料
を
作
成
し
た

南
町
奉
行
所
撰
要
方
の
記
録
『
撰
要
用
留
』
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
の
編
集
は
町
年
寄
の
町
触
集
の
提
供
も
得
て
行
わ
れ

て
お
り
、
町
年
寄
の
町
触
集
の
信
頼
度
の
方
が
奉
行
所
の
も
の
よ
り
高

か
っ
た
。
今
、ほ
か
で
も
な
い
そ
の
町
方
の
町
触
記
録
の
集
成
で
あ
る『
江

戸
町
触
集
成
』
に
見
え
な
い
町
触
が
、
評
定
所
で
編
集
さ
れ
た
『
御
触

書
天
保
集
成
』
に
の
み
見
え
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
が
、
こ
の
法
令
は

町
触
さ
れ
な
か
っ
た
法
令
を
参
照
引
用
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
年

の
京
伝
・
蔦
重
の
動
き
ま
で
考
え
に
入
れ
た
と
き
、
町
触
の
実
施
を
断

念
し
、
町
方
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
法
令
と
考
え
る
の
が
最
も

合
理
的
で
あ
る
。

大
塩
平
八
郎
物
実
録
の
展
開

―
『
狂
乱
太
平
記
』
の
以
前
と
以
後
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　

荻　

原　

大　

地

　

本
発
表
で
は
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
を
題
材
と
し
た
「
大
塩
平
八
郎
物

実
録
」
の
諸
本
を
取
り
上
げ
る
。
大
塩
平
八
郎
物
実
録
に
関
し
て
は
、

中
村
幸
彦
氏
が
『
天
満
水
滸
伝
』
に
注
目
し
て
、
そ
の
大
ま
か
な
全
体

像
を
提
示
し
て
い
る
。
中
村
氏
に
よ
れ
ば
、
大
塩
平
八
郎
物
実
録
は
『
浪

花
筆
記
』『
天
保
水
滸
伝
』
系
統
と
『
太
平
鑑
』『
天
保
太
平
記
』
系
統

が
存
在
し
、
こ
の
二
系
統
が
『
天
満
水
滸
伝
』
に
収
斂
し
た
と
言
う
。

　

し
か
し
今
回
、
発
表
者
が
改
め
て
大
塩
平
八
郎
物
実
録
の
諸
本
を
調

査
検
討
し
た
結
果
、従
来
の
説
と
は
異
な
る
結
論
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

大
塩
平
八
郎
物
実
録
は
、『
鹽
平
勢
衰
記
』『
天
保
浪
華
実
録
』（
い
ず
れ

も
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）
と
い
っ
た
初
期
の
大
塩
平
八
郎
物
実

録
の
写
本
か
ら
、
嘉
永
二
年
写
『
狂
乱
太
平
記
』（
東
京
大
学
付
属
総
合

図
書
館
蔵
）
に
至
る
ま
で
の
間
に
物
語
の
中
心
と
な
る
内
容
が
確
立
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
狂
乱
太
平
記
』
か
ら
『
新
編　

天
保
太
平
記
』

（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
）と『
天
保
浪
花
噺
』（
大

阪
市
立
図
書
館
蔵
）
が
そ
れ
ぞ
れ
派
生
し
て
い
き
、
最
終
的
に
『
天
保

浪
華
噺
』
が
今
古
実
録
版
『
天
満
水
滸
伝
』
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
天
保
八
年
の
事
件
発
生
か
ら
、
明
治
十
七
年
『
今
古

実
録
』
シ
リ
ー
ズ
収
録
ま
で
の
間
に
、
大
塩
平
八
郎
物
実
録
が
内
容
面

で
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
た
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。

同
時
に
、
大
塩
平
八
郎
物
実
録
の
中
で
描
か
れ
た
、
大
塩
平
八
郎
の
人

物
像
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。



太
閤
記
物
実
録
の
展
開
を
辿
る

―
『
真
書
太
閤
記
』
か
ら
『
太
閤
真
顕
記
』
へ
―

北
海
道
大
学
（
院
）　

竹　

内　

洪　

介

　

豊
臣
秀
吉
の
事
績
を
扱
う
太
閤
記
物
実
録
の
う
ち
、『
太
閤
真
顕
記
』・

『
真
書
太
閤
記
』
に
つ
い
て
は
、従
来
『
太
閤
真
顕
記
』
が
『
真
書
太
閤
記
』

に
先
行
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
名
称
か
ら
し
て
『
真
書
太
閤
記
』

は
『
重
修
真
書
太
閤
記
』
に
先
行
し
、
内
容
的
に
も
相
違
が
想
定
さ
れ

る
も
の
の
、『
太
閤
真
顕
記
』
も
併
せ
て
三
書
が
同
一
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
改
め
て
こ
の
三
書
を
区
別

し
、『
真
書
太
閤
記
』
か
ら
『
太
閤
真
顕
記
』
へ
の
成
立
過
程
を
示
す
。

　

成
立
の
順
序
と
し
て
は
、
長
野
電
波
技
術
研
究
所
蔵
『
太
閤
真
顕
記
』

跋
文
・
架
蔵
『
太
閤
真
顕
記
』
序
文
に
お
い
て
、『
真
書
太
閤
記
』『
太

閤
真
顕
記
』
が
区
別
さ
れ
、『
真
書
太
閤
記
』
か
ら
『
太
閤
真
顕
記
』
へ

の
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
『
真

書
太
閤
記
』『
太
閤
真
顕
記
』
両
書
の
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
第
十
編
で

は
全
体
に
亘
っ
て
取
り
扱
う
事
件
に
明
ら
か
な
相
違
が
あ
り
、
甲
乙
二

系
統
に
大
別
で
き
、
さ
ら
に
こ
の
二
系
統
に
は
前
後
関
係
も
認
め
ら
れ

る
。

　

な
お
、
甲
本
系
統
は
『
重
修
真
書
太
閤
記
』、
乙
本
系
統
は
読
本
『
絵

本
太
閤
記
』
の
底
本
に
採
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
甲
本
系
統
は
『
重

修
真
書
太
閤
記
』
の
名
称
か
ら
も
、『
真
書
太
閤
記
』
を
基
と
し
て
展
開

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
乙
本
系
統
は
『
絵
本
太
閤
記
』
の
版
心
に
「
真

顕
記
」
と
あ
り
、『
太
閤
真
顕
記
』
を
基
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
因

み
に
、『
絵
本
太
閤
記
』
の
絶
版
以
後
乙
本
系
統
は
版
行
さ
れ
な
い
）。

　

以
上
よ
り
、
甲
本
『
真
書
太
閤
記
』
か
ら
乙
本
『
太
閤
真
顕
記
』
へ

の
成
立
過
程
を
示
し
、
太
閤
記
物
実
録
の
展
開
を
把
握
し
て
い
く
。

瀬
川
采
女
説
話
の
受
容
と
展
開

―
妻
・
菊
の
貞
女
性
と
好
色
性
を
中
心
に
―

大
阪
大
学
（
院
）　

岡　

部　

祐　

佳

　

瀬
川
采
女
と
そ
の
妻
・
菊
の
朝
鮮
出
兵
を
め
ぐ
る
説
話
は
、
原
典
と

目
さ
れ
る
小
瀬
甫
庵
『
太
閤
記
』（
寛
永
二
年
序
）
以
来
、
浮
世
草
子
や

演
劇
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
朝
鮮
へ
出
征
し
た
夫
に
送
っ
た

書
簡
が
偶
然
秀
吉
の
台
覧
を
得
た
こ
と
で
夫
の
帰
国
が
叶
う
と
い
う
本

説
話
は
、
書
簡
を
中
核
と
し
た
い
わ
ば
「
書
簡
説
話
」
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
受
容
と
展
開
に
お
い
て
も
中
心
と
な
る
の
は
書

簡
と
そ
の
書
き
手
で
あ
る
菊
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
『
太
閤
記
』
評
文
で
「
心
正
し
く
物
ま
め
や
か
に
、
夫
を
思
ふ
に
偽
な

か
り
し
か
ば
」
と
さ
れ
て
以
降
、
殿
村
篠
斎
宛
馬
琴
書
簡
（
文
政
十
一

年
十
月
六
日
付
）
に
「
実
録
の
瀬
川
采
女
の
事
も
、
そ
の
妻
菊
の
貞
操

ヲ
専
文
ニ
、
世
俗
申
伝
候
」
と
あ
る
通
り
、
菊
に
は
貞
女
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
伴
信
友
『
中

外
経
緯
伝
草
稿
』（
天
保
六
年
識
）
に
お
い
て
「
た
は
け
た
る
書
」
を
書

い
た
「
色
ふ
か
き
う
ま
れ
の
ま
ご
ゝ
ろ
」
の
持
ち
主
と
評
さ
れ
る
な
ど
、

当
時
本
説
話
お
よ
び
菊
に
対
し
て
は
批
判
的
な
見
方
も
存
在
し
て
い
た
。

菊
の
こ
の
よ
う
な
二
面
性
は
、
恋
物
語
の
叙
述
に
利
用
さ
れ
る
と
同
時

に
実
用
性
を
備
え
教
育
的
意
義
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
近
世
文
芸
に

お
け
る
「
艶
書
」
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
発
表
で
は
以
上
の
よ
う
な
見
通
し
の
元
、
菊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
貞
女
性
と
好
色
性
を
中
心
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
本
説
話
の
近
世
期

に
お
け
る
受
容
と
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。



清
正
像
の
生
成
と
展
開

―
宇
佐
美
定
祐
『
朝
鮮
征
伐
記
』
を
め
ぐ
っ
て
―

防
衛
大
学
校　

井　

上　

泰　

至

　

文
禄
・
慶
長
の
役
に
お
け
る
加
藤
清
正
像
が
、
蛇
の
目
紋
の
長
烏

帽
子
形
兜
・
片
鎌
槍
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
髭
題
目
の
旗
等
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
十
九
世
初
頭
の
演
劇
や
『
絵
本
太
閤
記
』

あ
た
り
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
（
佐
藤
悟
「『
絵
本

太
閤
記
』
と
浮
世
絵
」
日
韓
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
太
閤
記
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」
二
〇
一
五
年
三
月
）。
で
は
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
集
約

さ
れ
る
朝
鮮
で
の
清
正
像
の
源
流
は
ど
こ
に
求
め
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

紀
州
藩
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐『
朝
鮮
征
伐
記
』（
寛
文
五
年
序
）は
、

堀
正
意
『
朝
鮮
征
伐
記
』
を
元
に
し
つ
つ
、『
清
正
記
』『
続
撰
清
正
記
』

『
加
藤
清
正
高
麗
陳
働
之
覚
書
』
等
に
よ
っ
て
「
増
補
」
を
加
え
た
、

典
型
的
な
寛
文
期
の
編
纂
物
写
本
軍
書
で
あ
り
、
後
の
刊
行
軍
書
・

実
録
に
も
影
響
を
与
え
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

本
発
表
で
は
、
①
本
書
の
諸
本
の
整
理
、
②
原
題
が
「
増
補
朝
鮮

征
伐
記
」
で
あ
っ
た
可
能
性
、
③
紀
州
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
の
軍
学
・

軍
書
へ
の
嗜
好
を
受
け
て
、
宇
佐
美
が
諸
資
料
を
蒐
集
・
糾
合
し
、
軍

学
と
娯
楽
の
双
方
の
観
点
か
ら
「
増
補
」
を
行
っ
て
い
っ
た
事
実
等
を

踏
ま
え
つ
つ
、
朝
鮮
二
王
子
の
捕
縛
・
オ
ラ
ン
カ
イ
侵
攻
・
地
震
加
藤
・

蔚
山
の
籠
城
戦
等
、
一
連
の
清
正
説
話
が
、
ほ
ぼ
本
書
に
よ
っ
て
定
位

し
た
実
態
と
、『
加
藤
清
正
高
麗
陳
働
之
覚
書
』
の
存
在
が
、「
増
補
」

の
眼
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

加
え
て
、
そ
の
影
響
関
係
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
る
、
八

幡
信
仰
の
投
影
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
私
見
を
述
べ
る
。



MEMO

〈事務局からのお願い〉

日本近世文学会会員各位

　先般よりお知らせのとおり、本学会では、大会案内（プログラム・研
究発表要旨）・出欠葉書・大会参加費等払込みの電子化を目指しています。
ぜひご協力下さい。日本近世文学会ホームページ「電子化ご協力のお願い」
にてご登録賜りますと幸いです。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

2019 年 8 月 19 日　　
日本近世文学会事務局代表　　

津田眞弓　

重要



【JR 広島駅から】 
◆路面電車（広島駅南口より）約15分
　●広島港行（1号線）
　　→「本通り」下車、徒歩約3分
　●広電宮島口行（2号線）
　　江波行（6号線）
　　→「紙屋町西」下車、徒歩約3分

◆バス（広島駅南口より）約15分
　● 3号線（のりば番号②）
　● 21-1・21-2号線（のりば番号③）
　● 24号線（のりば番号④）
　　→「本通り」下車、徒歩約3分
　● 71号線（のりば番号⑩）
　　→「紙屋町（エディオン新館前）」下車、
　　　徒歩約3分

【広島空港から】 
◆リムジンバス　約60分
　●「広島バスセンター行」 
　　→「広島バスセンター」下車、徒歩約3分

【アストラムライン本通り駅から】
 　下車、徒歩 約3分 

※図書展示会場「頼山陽史跡資料館」
　：大会会場より徒歩約7分
※懇親会会場「ANAクラウンプラザホテル」
　：大会会場より徒歩約10分
　　　→詳細な地図は当日配布します。

会場へのアクセス

サテライトキャンパスひろしま（広島県民文化センター 5 階） 
〒 730-0051 広島市中区大手町 1-5-3

TEL：082-258-3131  FAX：082-258-3010 


